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V210b MACIEを介したHxRG検出器の通信制御コードの作成
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NINJAは、すばる望遠鏡のレーザートモグラフィ補償光学（LTAO）に最適化した可視分光器と近赤外線分光
器を組み合わせた広帯域分光装置である。現在、近赤外線分光器の開発を進めており、我々は検出器の読み出し
系を担当している。NINJAの検出器にはTeledyne社製のHAWAII-2RG（H2RG）が採用され、フロントエンド
に SIDECAR（Teledyne社）、バックエンドにMACIE(Markury社)を使用している。このたび、この構成に基
づき検出器を遠隔通信制御するコードを作成したので報告する。
従来、HxRGシリーズのバックエンド回路にはTeledyne社の JADE2や SAMが使用されていたが、これらの

供給終息に伴い、我々はMACIEを選択した。MACIE付属のGUIソフトウェアはWindowsと Linuxで動作し、
一通りの検出器制御を可能とする環境が提供されている。しかし、先行品のGUIには備わっていたソケット通信
機能が提供されていないため、自前で検出器制御系の遠隔通信制御を実現するコードの作成が必要だった。これ
に対応するため、Markury 社より C++ベースのMACIEライブラリが提供されている。
本研究では、MACIEライブラリを用いてC++で記述したサーバーを作成し、初期化、SIDECAR ASICの状

態監視と設定、画像取得と FITSファイル出力、の各機能を実装した。本コード作成により、検出器全域を指定
した駆動方法で読み出しが可能となり、外部から制御パラメータを設定できる環境が整備された。以上により、
NINJA検出器の駆動方法を調整する環境が整った。講演では、本ソフトウェアの概要と設計、ならびに実験結果
を紹介する。


